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A single gobiid specimen identified with OXYllrichthys ophthalmonema (Bleek巴r) was obtained 
from the mouth of the River Shimoyama, Hayama, Kanagawa Prefecture, September 19, 1970. 
To my knowledge, this species has not yet been recorded from Japan. As this goby is found 

in southern waters, this individual probably strayed from the south. 
Tomiyama (1936 : 79) reported O. tentaclIlaris (not of Cuvier and Valenciennes) based on 

two specimens from Taiwan and called them "matsugehaze" in Japanese. 

Besides the three specimens mentioned above, the syntypes of Gobills tentacularis Cuvier 
and Valenciennes, and the holotype of G. ophthalmonema Bleeker, were examined morphologｭ
ically together with many other specimens belonging to O. ophthalmonema or O. tentaclIlaris 

Iisted on page 105. 
Though Tomiyama (1936 : 79) considered that G. ophthalmonema Bleeker is synonymous 

with his O. tentaclIlaris (not of Cuvi巴r and Valencienn巴s) ， the result of the present stud y reｭ

vealed that O. ophthalmonema (Bleeker) and O. tentaclIlaris (Cuvier and Valencienn巴s) are 

distinguished from 巴ach other significantly because of the following reasons. (1) In O. 

ophthalmonema the upper and lower rims of the upper Iip are almost parallel with each other, 
but in O. tentaclIlaris the upp巴r Iip is constricted at the centre (Fig. 2 and Table 2) ・ (2)

The spine of the first dorsal fin of O. ophthalmonema is much longer than that of O. tentaclIlaris 
in proportion to the standard length (Table 3). (3) The head of O. ophthalmonema is also 

somewhat longer than that of O. tentaclIlaris in proportion to the standard length (Table 4). 
(4) The length of the ascending process of the premaxillary of O. ophthalmonema is shorter, 
and its articular proc巴ss is wider and c1early discernible from the ascending process, while the 
articular process of O. tentaclIlaris has no apex and thus is not CI巴arly distinguishable from 
the ascending proc巴ss except for one among fiv巴 specimens examined (Fig. 4 and Table 5). 

Reexamination of two specimens reported by Tomiyama (1936) revealed that they belong 

to O. ophthalmonema. 

(The Crown Prince's Palac巴， Minato-ku , Tokyo , Japan) 

マツゲハゼの和名は，台湾淡水河度の標本をもとにし

て Tomiyama (1936: 79) により与えられた.著者の知

るかぎり，本種が日本で採集された記録はまだない.な

お，道i幸喜衛博士は鹿児島県市来産の未発表のマツケ、ハ

ゼの標本を見ておられるが，この標本は郵送の途中封筒

の破損により紛失した. これが後述の OXYllrichthys

ophthalmonema (Bleeker) と同一種に属するかどうかは

わからない 1970年 9 月 19 日に神奈川県三浦郡葉山町

下山川河口において，本種の 1 個体が採集されたので，

ここに記載し，合わせてその学名の検討も行なった.

本個体は午後 3 時頃小雨の上げ潮時に小型地びき網に

よって採集された.河口には海に向って左岸に砂州が張

り出しており，水は狭くなった右側を海に流れ出てい

た.採集地点は砂川{より上流で，上層の流れはほとんど

なく，下層は川上に向けて流れが感じられた.有機物の

堆積した砂底で，水深は中央部で、1.2 m，右岸の川岸で

-103-



魚類学雑誌 Japan. J. IchthyoJ. 19 (2) 

O.5m 位であった.一緒に採集されたものは，オニカマ

ス Sphyraena picllda Bloch and Schneider，コノシロ

Konosirlls punctatlls (Temminck and Schlegel)，コトヒ

キ Theraponjarblla (Forsskål)，クロタイ Acanthopagrus 

schlegeli (Bleeker)，チチプ Tridentiger obscllrus (Tem・

minck and Schlegel)，マハゼ Acαnthogobillsjlavimanus 

(Temminck and Schlegel)，クサフグ Fugu niphobles 

(Jordan and Snyder)，メジナ Girella punctata Gray , 

ボラ A111gil cephallls Linnaeus であった.その中ではオ

ニカマス(標準体長 88mm) が最も大きかった. 下山

川は 1970 年 6 月 22 日から 7 月 22 日にわたり河口か

ら下流へかけて流路整備工事として掘削工事が行なわ

れ，河口はそれ以前よりも海水の影響を大きく受けるよ

うになった.このような状況になってからの採集は，マ

ツゲハゼの採集された 9 月 19 日の他， 1970 年 7月 17

日(河口は掘削工事が終っていた)， 9 月 13 日， 19 日，

21 日， 1971 年 5 月 5 日， 9 月 7 日， 13 日， 19 日，

20 日に同じ小型地びき紛で行なった.マツゲハゼと同

時には採集されなかったが上記期間内で採集されたもの

には， アュ Plecoglosslls altivelis Temminck and 

Schlegel, ウナギ Angllilla japonica Temminck and 

Schlegel，キヌカジカ Furcina oshimai Jordan and 

Starks，クロサギ Gerres oyena (Forsskål)，スズキ

Lateolabrax japonicus (Cuvier)，アコ、ハゼ Chasmichthys

dolichognathlls (Hilgendorf)，シマハゼ Tridentiger triｭ

gonochephalus (Gill)，ピリンゴ Chaenogobius castaneus 

(O'Shaughnessy) があった.下山川ではこの工事以前に

も採集を行なっており，上流から河口までを含めて採集

されたものは前述の他にカマキリ Cottus kazika Jordan 

and Starks，ギンブナ Carassills carassills langsdor fi 
Temminck and Schlegel，モツゴ Pseudorasbora parva 

September 20, 1972 

(Temminck and Schlegel)，アシシロハゼ Aboma

lactipes (Hilgendorf) , アベハゼ Mugilogobius abei 

(Jordan and Snyder)，ウキゴリ Chaenogobills IIrotaenia 

(Hilgendorf)，ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus (Rutｭ

ter)，シロウオ Leucopsarion petersi Hilg巴ndorf， ミミ

ス、ハゼ LlIciogobills gllttatus Gill であった. 下山JII お

よび葉山町の沿岸で，著者の知るかぎり，今までに採れ

たことがないものは，マツゲハゼとオニカマスの 2種で

ある.オニカマスはこの標本が北限になるとのことであ

る(阿部宗明博士談).これらのことからマツゲハゼが下

山川に常穫しているとは考えにくく，南方からの迷魚と

考えてよいように思われる.

本(国体はガラス水槽で約 2 カ月間飼育したが，常時水

底におり，中層にとどまっているような動作は見られな

かった.

記載

本個体 (Fig. 1) の計測値は Table 1 に他の標本と合

わせて示した.

体は側扇し，後頭部正中線上の皮質隆起線は第 1 背鰭

起部に達する.限隔は限径より狭く，その両側および限

後縁隆起部は限隔中央部より低くなっている.眼の上部

に， 1 皮質突!也がある.上唇は Fig. 2A ~こ示すように，

中央部が細くなっていない.上顎歯は l 列，下顎歯は 2

列見られる.舌端は円い.感覚管関孔および孔器列は

Fig. 3 に示したが，限後部感覚管上には右側のみ 1 開

孔が見いだされた.限の後方の孔器列は他よりも隆起し

ている.このため前述した限後隆起部と孔器列との間は

溝をなしている.肩帯の内縁の肉質隆起はない.胸鰭に

は遊離鰭条がなく，両側の腹鰭は癒合して，細長い吸盤

となっている.鯨膜下端は幅広く癒合し，左右の腹鰭基

Fig. 1. Oxyurichthys ophthalmonema , specimen (46 mm  in standard length) from Kanagawa Prefecture. 
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Counts and measurements of Oxyurichthys ophthalmonema and o. tentacularis. Tab1e 1. 
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the upper lip damaged. *ネ*料 impossible to count in radiograph. the tip of the caudal fin damaged. * 
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B c 
一ぷ盤整謹審 議幾欝畿畿繁弘~ 一一一~--

Fig. 2. Diagrarns to show the rniddle portion of the upper lip of A , OX)'lIrichthys ophthalmollema, 
specirn巴n from Kanagawa Prefectur巴 without constriction; B, holotype of GobﾎlIs ophthalmonema , 
without constriction; and C, one of the syntypes of G. tentaclIlaris, with constriction. 

部の幅より広い.

色彩

生時:限上の皮質突起は赤色で，基部にはその色がない.

限は青色，緑色に輝く.前鼻孔は濃陥褐色である.眼下

より上顎の後部へかけて濃暗褐色帯がある.頭側部には

青色，緑色に輝くところが見られる.胸鰭基部の上部と

中央にj農暗褐色部があり，その聞と下方に青色，緑色に

輝く部分がある.後頭部の皮質隆起線は濃暗褐色で縁取

られている.体側には 5 個の暗褐色縦列斑があり，尾鰭

基部のものが最も濃い. 体部には Fig. 1 に見られるよ

うな模様がある.第 l 背鰭は耕{と鰭j漢の辺縁が赤色であ

る.基部近くに不連続の薄暗褐色帯があり，最後蘇の後

方で最も濃い斑となっている.その上方には Fig. 1 に

見られる斑紋がある.第 2 背鰭第 1 鰭条と辺縁は赤色て、

ある.全体として第 1 背鰭より赤味を借びて見える.管

鰭は|倍赤色で，先端部には薄暗褐色帯があり，辺縁は青

白色である.胸鰭はやや赤味を帯びており，青白色に縁

取られている.下半部には斑紋がある.腹鰭はやや赤味

を情びた薄暗褐色で，辺縁は青白色である.尾鰭は中央

部の鰭条と上半部の辺縁が最も赤い.ただし上半部には

Fig. 1 に見られる斑紋がある.下半部には模様がない.

ホノレマリン回定後:ホノレマリン固定後 2 ヶ月以内のもの

を観察した.瞳孔が青色，緑色に輝く以外は，色彩は消

え，黒色色素胞による模様のみが残る.生時には赤色の

皮質突起と赤色のない基部とが見られたが，固定標本で

は，黒色色素胞が一様に散在している.ただし，その基

部の後方部にはあまり黒色色素胞が見られない.前鼻孔

の前半部に黒色色素胞が密在しているが，後半部にはな

い.吻部は前線蓬部より黒いが，眼下部は特に黒く，そ

の黒い部分は限後上方へ走っている.線蓬下半部はその

上半部より黒い.休部，鰭の模様は Fig. 1 でも見られ

るように，生時と異ならない.ホノレマリン固定後 1 年以

上を経た本標本では，体側の斑紋など色彩は消失してい

る.

限上皮質突起のあ'.) OxyurichthY8 属の他の標本につ

いての観察

末尾に記した標本について各種の形質を調べた結果 2

型に分けられることがわかった.最も明瞭に区別される

j訟は， Fig.2 で示されるように，上唇の中央部がくびれ

るものとくびれないものとである.上唇にくびれがない

ものは下山川産の個体， Gobills oplzthalmollema の完模

式標本，同じくB1eeker 採集の G. ophthalmollema 5 

Table 2. Comparison of the width of upp巴r lip in Oxyurichthys ophthalmonema and O. 
telltacularis. For parts rneasured, see Fig. 2. bja =width of syrnphyseal partjrnaximurn 
depth of fleshy lip. 

O. ophthalmollema 

O. tentaclllaris 

bja 
Nurnber of specirnens 一 一一一一

r--...._..- 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0 目 9 1.0 

30 

33 
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明仁親王:神奈川県のマツゲ‘ハゼ

Fig. 3. Sensory canal and arrangement of pit 

organs of Oxyurichthys ophthalmonema from 

Kanagawa Pr巴f巴cture.

個体中 3 個体 (a ， b , c), OXYllrichthys COrnlltlls の完模

式標本， Tomiyama (1936) によりマツゲハゼと名付け

られた台湾淡水河産の 2 個体などであり， くびれがある

ものは G. tentacularis の模式標本 2(j間体， Bleeker 採

集の G. tentaclllaris 173 個体，完模式標本を除く Ble巴ker・

採集の G. ophthalmonema 5 個体中 1 個体 (d) などで

ある. Ble巴ker 採集の残りの 1 個体 (e) はその部分が

破損しているが，後述の形質からくびれのある型に属す

るものとした (Table 1). 上容の中央部の幅と右側前鼻

孔の幅との比は， くびれているものでは 0.2-0.4 である

のに対し， くびれていないもので、は，中央部がやや細く

なっているものもあるが， 0.6 以下のものはなかった

(Table 2). そして，このくびれのあるものは， 標準体

長と第 1 背鰭第 1 n夜長の比が雄で 5.9-9.3，雌で 6.5

-1 1. 0，そして標準体長と頭長の比は 4.4-5.2 であり，

くびれのないものは前者が雄で1.9-4.6， j慢で3 .4-6.3 ，

後者が 3 .4-4.5 であった (Tables 3, 4). また，一部のも

のについてだけ調べたものではあるが，前上顎骨の形態

にも相違が見られた (Fig. 4, Table 5). すなわち，前上

顎骨長 cg と前上顎骨上行突起長 ac の比および前上顎

骨関節突起の形態の相違である.すなわち， くびれのな

い型は上行突起が短かく，関節突起の幅が広く，かつ上

行突起から明瞭に区別されている. くびれのある型は上

行突起が長く，関節突起の幅が狭く，かっ 5 個体中 1 個

体を除き，関節突起の頂点を有せず，両突起は明瞭に区

別されない. それゆえ，関節突起の頂点までの高さ df

は 1 (団体を除き計れなかった.

上記の形質のほか，鰭条数，鱗数など， ~、くつかの計

測値で、は，両型を明瞭に区別できなかった.感覚管関孔

の位置もほとんど葉山産の個体の左側と同じであるが，

その個体の右側のように不定の位置にさらに余分の開孔

の現われるものもあった. しかし， 2 型の聞には全く相

違が見いだせなかった.孔器列については個体変異はあ

るが， 2 型の聞の相違としては見いだせなかった.偲紀

は前上顎骨を調べた標本と同一産地の標本(前上顎骨を

調べた標本を含む)各 10 個体の両側を調べた.上唇が

くびれているものはし、ずれも鯨紀数 5 であったが， くび

れていないものは両側とも 5 のもの 3 個体 4 のもの 4

1固体， 5 と 4 をもつもの 2 個体， 5 と 1 (奇型)をも

つもの 1 間体であった.いずれも下校鰐弓の後端にある

2 (同の相接近した惚紀が 1 個欠けているか欠けていない

かの違いであり 2 型の区別点とはならなかった.

Table 3. Proportional measurements of length of first spine of dorsal fin in standard length. 

Numb巴r of specim巴ns 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

OXYllrichthys ophthalmone11la 18 16 

!I 
((mfBam16a) lG) 16 7 7 

O. tentaclllaris (male) 18 7 3 7 

!I (female) 16 3 3 4 5 

Table 4. Proportional measur巴ments of head length in standard length in OXYlIrichthys. 
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マツゲハゼの学名

マツゲハゼの学名は Tomiyama (1936: 79) により

OXYllrichthys tentaclIlaris (Cuvier and Valenci巴nnes，

1837) とされ，そのシノニムに Gobills macrurus Bleeker, 

1849, G. ophthalmonema Bleeker, 1856-1857, O. viridis 

Herre , 1927 をあげている. 松原 (1955) もマツゲハゼ

の学名は Tomiyama に従っている. Koumans (1953: 

A 45-46) は，さらに O. corn附~IS McCulloch and Waite, 

1918 などを G. tentaclllaris のシノニムとしてあげてい

る.ただし， G. ophthalmonema については体側に縦列

して 5{闘の円い暗色の斑紋があり，さらに体に多く輝く

斑紋があることにより， G. tentaclllaris とは区別してそ

の 1 変種としている (Koumans ， 1935: 127; 1953: 46). 

G. macrunts はBleeker (1854: 435) 自身により，

G. tentaclllaris のシノニムとされたが， G. ophthal-

B monema は G. tentacularis とは違うことを G.ophthal

monema の記載の後に付記している(Bleeker ， 1856-

C 
arpmx 

g 

Fig. 4. Premaxil1aries. A , OXYllrichthys ophｭ
thalmonema, specimen from Kaohsing Bay, 
Taiwan. B, O. tellfaclllaris, specimen from 
Manila Bay, Pampanga Side, Phi1ippines. C , 
Parts measured on photographs. arpmx, artｭ
icular process of premaxil1ary; ascpmx, ascendｭ
ing process of pr巴maxil1ary.

1857: 209). それによると G. ophthalmonema は G.

tentacularis に対し，短かし、尾鰭，長い第 l 背鰭の第 1

耕t，体と鰭の色彩の相違によって異なるとしている • G. 

ophthalmonema の完模式標本*およびBleeker 査定の

G. ophthalmonema 5 個体中 3{固体は， G. tentac1l1aris 

の模式標本とは異なり，上唇はくびれていない. さらに

Bl巴巴ker 査定の G. tentaclllaris 173 {固体はすべて上唇

がくびれていたことを考えると， Bleeker の区別した 2

種はBle巴ker 採集の G. ophthalmonema 5 個体中 2 個

体をのぞきこの度の上唇の形態を主にして区別したもの

と一致することになる. Bleeker (1856戸1857: 209) が区

Table 5. Proportional measurements of premaxil1ari巴s of Oxyurichthys ophthalmonema from 
Kaohsing Bay, Taiwan, and O. tentaclllaris from Manila Bay, Pampanga Side , Philippines. 
In four specimens of O. tentacularis df cannot be measured , because the articular proｭ
cess is not clearly separated from the ascending process (Figs. 4 A , B). As for cgjac, 
aCjbe, dfjbe, refer to Fig. 4 C. 

O. ophthaln:onema 

O. tentacularis 

Number of 
speclmens 

5 

5 

cgjac 

2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3.0 3.1 3.2 3.3 3.4 

left 2 
right 2 

left 3 
right 2 2 

acjbe dfjb巴Number of 
SpeC1ll1enS 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.92.02.1 2.22.32.4 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 

5 left 2 
right 2 

5 left 
right 
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明仁親王:神奈川県のマツケ、ハゼ、

別した 3 点のうち，第 1 背鰭線長は前述のようにこの度

の調査の結果と一致するが，尾鰭は完全，不完全の区別

がつきにくく，色彩模様は消えているため，調べられな

かった.体長に対する頭長比についてはBleeker は上記

の付記の項では両者の区別としてふれていないが，記載

中に G. tentaclIlaris 61/2 から 7 (BI巴巴k巴r ， 1854: 434), 

G. ophthalmonema 約 5 1/2 (Bleeker, 1856-1857: 208) 

と G. tentaclIlaris の頭長が大きいことを記しており，

この度の調査の結果と一致している.

以上の点で OXYlIrichthys ophthalmonema と O. tenｭ

taclIlaris とは別種として扱うのが妥当であり，従って

Tomiyama (1936: 79) が記載したマツケ、ハゼの標本は

O.ophthalmonema の特徴を持っているので，学名は O.

ophthalmonema とすべきと考える. O. cornllllls は O.

oph t halmonema から区別しうる特徴を見いだし得なか

った. なお H巴rre (1927: 249) は O. tentaclllaris に

はふれず，限上皮質突起のある OXYllrichthys 属を 3 種，

O. oClllomirlls Herre, O. ophthalmonema (Bleeker), 

O. l'iridis Herre，あげ，鱗数と皮質突起の長さで区別

している.これらの形質はこの度調べたところでは個体

変異が著しく(皮質突起の場合，固定による場合も考え

られる)，また，模式標本にあたっていないので，これら

と O.ophthalmonema， O. tentaclIlaris との関係につい

てはわからない.

この研究をするにあたり，貴重な標本を貸与された

Mus騏m National d'Histoire Naturelle の Sous-Direct

eur である Ch. Roux 博士， Rijksmuseum van Natuｭ

urlijke Historie の Curator of Fishes である Marinus

Boeseman 博士， British Museum (Natural History) の

P. Humphry Oreenwood 博士， The South Australian 

Museum の Curator of fishes である John M. 010v旬、

博士， California Academy of Sciences の WiIliam

N. Eschm巴yer 博士や，その他の標本を贈与された方々

に対し，また，本文を書くにあたり，種々助言していた

だいた日木女子大学講師冨山一郎博士，東海区水産研究

所阿部宗明博士，東京水産大学助教綬高木和徳博土，日

本ノレーテノレ神学大学教授上野輝弥博士，東京大学富永義

昭博士， Oregon State University の Carl E. Bond 

博士，東宮侍従八木貞二氏，同富士亮博士に対し深く感

謝の意、を表する.この研究では，マツケ、ハゼの上唇の特

徴を見いだすなど，全般に亘って目黒勝介総理府技官の

水 G. ophthalmonema の原記載には“longitudo

speciminis unici 83'川'となっているが，この長さとこ

の度調べた完模式標本と名札が付けられた個体の全長

108mm とは一致しない.

不断の協力を得た.また，一部については根本正昭，坂

本勝一両総理府技官の協力を得た.下山川でのマツケ、ハ

ゼの採集は東宮職木村三司，長田好美両総理府事務官，

坂本勝一総理府技官によって行なわれた. ここに深く感

謝する.なお，海産魚の同定は阿部宗明博士にお出品、し

た.ここに改めて謝意を表する.

研究材料目録

学名，和名，採集地，採集年月日，個体数(角括弧内

lこ示す)，標準体長範囲(丸括弧内に示す，単位は mm)

の順に記す.標本番号を示す必要のある場合は，それを

採集地の前に記す.なお，所蔵機関名の略名は下記の通

りである.

BMNH-British Museum (Natural History) , London 
MNHN-Mus騏m National d'Histoire Naturelle, 
Paris 

RMNH-Rijksmuseum van Natuurlijke Historie, 
Leiden 

SAM-South Australian Museum , Adelaide 
SU-Stanford University (California Academy of 

Sciences) , California 
ZIUT -Zoological Institute, Faculty of Science, 
University of Tokyo 

OXYllrichthys ophthalmonema (Bleeker) 
RMNH 4542 incl. holotype, Ternat巴， coll. Dr. P. 

Bleeker, 1879 (al刷ion) ， [6**) (73-80); BMNH 225, 
Viti , V: 3: 1873 [1) (81); SU 9007, Apia , Samoa, 
[1) (82); SU 9605 , Cavite , Philippine Islands , [2) 
(61-78); SAM F-592, O. cornlltlls, holotype, 
Cairus, Queensland , Australia , coll. J. A. Anderson, 
XI: 11: 1919 [l) (95); ZIUT 13670-13671 “ matsuge
haze"，台湾淡水河，大正末期? [2) (84-85); RMNH 
13795 , Makassar , St. 71 , Siboga Exp. , 11: 1934 [1) 

(51); SU 40074 , Vizagapatam , Madras Presidency, 
S. India, XII: 20: 1940 [2) (49-57); Tuaran Fish 

Market , IX: 22: 1963 [1) (61); Aparri , Cagayan, P. 
1., IX: 1963 [2) (93-100); 台湾高雄市中洲仔(高雄湾)，
VI: 13: 1967 [14) (70-101); 神奈川県三浦郡葉 1111町一

色下山川河口， IX: 19: 1970 [1) (46); Cantho Proｭ

vince, South Vietnam, 1971 [2) (81-83). 
O. tentaclllaris (Cuvier and Valenciennes) 

MNHN A-1136 , syntypes, Java , [2) (77-78); RMNH 

6178 (incl. syntypes G. macrurus Ble巴ker) ， Indies, 
coll. Dr. P. Bleek巴r ， 1879 (auction)，ド73] (56-84); 

BMNH 32, Akyab , XI: 1869 [l] (59); Manila Bay, 
Pampanga Side , Philippines, XI: 1963 [l4] (64-85) 目
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